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国民健康保険
被保険者証の更新

新
し
い
保
険
証
は
そ
ら
色
で
、
７

月
中
旬
に
簡
易
書
留
で
世
帯
主
宛
に

送
付
し
ま
す
。

年
度
途
中
で
７０
歳
に
な
る
人
は
、

有
効
期
限
が
誕
生
月
の
月
末
ま
で
と

な
る
の
で
、
誕
生
月
に
改
め
て
被
保

険
者
証
兼
高
齢
受
給
者
証
を
送
付
し

ま
す
。
１
日
生
ま
れ
の
人
は
、
誕
生

月
の
前
月
末
ま
で
と
な
る
の
で
、
誕

生
月
の
前
月
に
同
証
を
送
付
し
ま
す

（
表
１
）。

１２
月
２
日
か
ら
現
行
の
健
康
保
険

証
の
発
行
は
終
了
し
、
保
険
診
療
は

健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
登
録
し
た

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
保

険
証
）
に
移
行
し
ま
す
が
、
同
証
の

発
行
終
了
後
も
、
有
効
期
限
ま
で
は

現
行
の
保
険
証
は
使
用
で
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
は
市
内
在
住
で
、

職
場
な
ど
の
健
康
保
険
加
入
者
と
そ

の
被
扶
養
者
、
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
人
以
外
の
全
て
の
人
が
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
各
種
届
け

出
は
、
１４
日
以
内
に
市
国
保
年
金
課

へ
。

◎
限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど
の
申
請

市
へ
の
事
前
申
請
に
よ
り
、
入
院
時

の
医
療
費
や
外
来
診
療
費
の
窓
口
支

払
い
が
表
２
・
３
の
自
己
負
担
限
度

額
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
人
は
入
院
時
の
食
事
療

養
標
準
負
担
額
が
減
額
さ
れ
ま
す

（
表
４
）。

既
に
同
証
を
持
ち
、
引
き
続
き
利

用
す
る
人
は
、
更
新
手
続
き
が
必
要

で
す
（
表
３
の
所
得
区
分
一
般
と
現

役
並
み
所
得
者
Ⅲ
除
く
）。

�
市
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
か
ら
電
子

申
請
か
申
請
書
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
必
要
事
項
を

書
い
て
、
直
接
か
郵
送
で
〒
６６４
・
８

５
０
３
伊
丹
市
役
所
国
保
年
金
課

へ
。

＊

＊

問
市
国
保
年
金
課
℡
７８４
・
８
０
４

０
。後

期
高
齢
者
医
療
制
度

保
険
料
額
が
決
定

保
険
料
額
の
決
定
通
知
書
を
順

次
、
送
付
し
ま
す
。

令
和
６
年
度
か
ら
保
険
料
に
つ
い

て
一
部
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
出

産
育
児
一
時
金
に
か
か
る
費
用
の
一

部
を
支
援
す
る
し
く
み
の
導
入
と
、

後
期
高
齢
者
の
保
険
料
と
現
役
世
代

の
支
援
金
の
伸
び
率
が
同
じ
と
な
る

よ
う
見
直
さ
れ
、
保
険
料
に
反
映
さ

れ
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
に
限
り

一
部
の
人
に
負
担
を
和
ら
げ
る
激
変

緩
和
措
置
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
の

納
付
方
法
な
ど
は
次
の
通
り
。

【
年
金
か
ら
の
支
払
い
（
特
別
徴

収
）】
手
続
き
不
要
。
４
月
〜
来
年

２
月
に
６
期
に
分
け
て
徴
収
。

【
口
座
振
替
や
納
付
書
で
の
支
払

い
（
普
通
徴
収
）】
対
象
は
▽
年
金

の
受
給
額
が
年
額
１８
万
円
未
満
の
人

▽
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料

と
介
護
保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
受

給
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
人
な

ど
。
７
月
〜
来
年
３
月
に
毎
月
納

付
。

◎
保
険
料
の
軽
減

【
所
得
が
低
い

人
の
軽
減
】
同
世
帯
内
の
被
保
険
者

と
世
帯
主
の
令
和
５
年
中
の
総
所
得

金
額
等
が
基
準
額
以
下
の
場
合
、
均

等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

【
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
の
軽
減
】

同
制
度
に
加
入
す
る
前
日
に
会
社
の

健
康
保
険
な
ど
被
用
者
保
険
の
被
扶

養
者
だ
っ
た
人
は
、
所
得
割
が
掛
か

ら
ず
、
資
格
取
得
後
２
年
を
経
過
す

る
ま
で
、
５
割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

【
保
険
料
の
減
免
と
徴
収
猶
予
】

▽
災
害
な
ど
で
大
き
な
損
害
を
受
け

た
▽
所
得
の
著
し
い
減
少
が
あ
っ
た

▽
他
の
被
保
険
者
や
世
帯
主
が
死
亡

し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
世
帯
の
所
得

が
軽
減
判
定
基
準
以
下
と
な
っ
た

―
―
場
合
な
ど
、
保
険
料
が
減
免
な

ど
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
新
し
い
被
保
険
者
証
の
送
付

原

則
、
簡
易
書
留
で
順
次
、
送
付
し
ま

す
。
８
月
か
ら
医
療
機
関
の
窓
口
で

提
示
を
。

１２
月
２
日
か
ら
現
行
の
被
保
険
者

証
の
発
行
は
終
了
し
、
利
用
登
録
を

し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
マ
イ

ナ
保
険
証
）
に
移
行
し
ま
す
が
、
同

証
の
発
行
終
了
後
も
、
有
効
期
限
ま

で
は
現
行
の
被
保
険
者
証
は
使
用

で
き
ま
す
。

一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
６
年

度
の
住
民
税
課
税
所
得
額
と
５
年

（
１
〜
１２
月
）
の
収
入
を
基
に
判

定
。
世
帯
状
況
の
異
動
や
所
得
の

更
正
な
ど
で
変
更
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

◎
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
の
更
新

世
帯
全
員
が
住
民

税
非
課
税
の
人
は
、
認
定
証
を
提
示

す
る
と
医
療
費
（
保
険
診
療
分
）
の

自
己
負
担
額
が
外
来
・
入
院
と
も
に

区
分
に
応
じ
た
限
度
額
ま
で
に
な

り
、
入
院
時
の
食
事
代
も
減
額
さ
れ

ま
す
。

◎
限
度
額
適
用
認
定
証
の
更
新

３

割
負
担
で
、
同
一
世
帯
の
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
全
員
が
住
民
税
課

税
所
得
額
６９０
万
円
未
満
の
人
は
、
認

定
証
を
提
示
す
る
と
医
療
費
（
保
険

診
療
分
）
の
自
己
負
担
額
が
外
来
・

入
院
と
も
区
分
に
応
じ
た
限
度
額
ま

で
に
な
り
ま
す
。

＊

＊

現
在
、
各
認
定
証
を
持
っ
て
い
て

８
月
以
降
も
引
き
続
き
対
象
と
な
る

人
に
は
、
新
し
い
認
定
証
を
被
保
険

者
証
と
一
緒
に
送
付
し
ま
す
。
新
規

交
付
を
希
望
す
る
人
は
手
続
き
を
。

問
市
後
期
医
療
福
祉
課
℡
７８４
・
８

０
４
１
、
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
事
務
局
℡
０７８
・
３２６
・
２
０
２

１
。

◆
全
国
家
計
構
造
調
査
に
協
力
を

国
は
、
１０
〜
１１
月
に
同
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
世
帯
の
家
計
を
総
合
的
に

捉
え
る
調
査
で
、
本
市
の
調
査
対
象

は
１８０
世
帯
で
す
。

８
月
か
ら
、
調
査
地
域
の
全
世
帯

を
統
計
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
。
対

象
世
帯
に
は
９
月
以
降
に
再
度
、
調

査
員
が
訪
問
し
、
調
査
票
へ
の
記
入

を
依
頼
し
ま
す
。

調
査
内
容
を
統
計
以
外
の
目
的
に

使
用
し
た
り
、
費
用
な
ど
を
請
求
し

た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

調
査
員
は
調
査
員
証
を
必
ず
携
行

し
て
い
ま
す
。
不
審
に
感
じ
た
ら
、

市
総
務
課
℡
７８０
・
４
４
７
５
へ
連
絡

を
。
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表１ 更新後の被保険者証の有効期限

鍵を２つ掛けると効果的です。

狙
わ
れ
て
い
ま
す
！
無
施
錠
の
自
転
車

昨
年
、
市
内
で
３６４
件
の
自
転
車
の

盗
難
が
あ
り
、
被
害
自
転
車
の
７
割

が
無
施
錠
で
し
た
。

盗
難
を
防
ぐ
た
め
に
防
犯
意
識
を

高
め
、
鍵
を
掛
け
る
習
慣
を
身
に
付

け
ま
し
ょ
う
。

盗
難
被
害
の
防
ぎ
方
は
▽
必
ず
鍵

を
掛
け
る
�
短
時
間
の
買
い
物
や
自

宅
の
駐
輪
場
で
も
必
ず
鍵
を
掛
け
る

▽
施
錠
を
二
重
に
（
上
写
真
）
�
備

え
付
け
の
鍵
の
他
に
、
ワ
イ
ヤ
ー
錠

や
Ｕ
字
ロ
ッ
ク
な
ど
の
補
助
錠
を
使

用
▽
防
犯
登
録
を
す
る
�
法
律
で
義

務
化
さ
れ
て
お
り
、
有
効
期
間
は
１０

年
（
令
和
元
年
９
月
３０
日
ま
で
の
登

録
は
７
年
）
で
す
。
購
入
し
た
際
や

譲
り
受
け
た
際
、
住
所
変
更
時
も
登

録
を
。

◎
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

７
月

１５
〜
２４
日
は
、
交
通
ル
ー
ル
の
順
守

と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習

慣
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故

防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
実
施

期
間
で
す
。

本
市
の
交
通
事
故
状
況
（
５
月

末
時
点
）▽
人
身
事
故
�
１７１
件（
前

年
比
４
件
減
少
）
▽
死
者
数
�
２

件
（
前
年
同
）
▽
自
転
車
事
故
件

数
６４
件
（
同
６
件
減
少
）。

＊

＊

問
市
都
市
安
全
企
画
課
℡
７８４
・

８
０
５
５
。

姉姉妹妹都都市市でで植植林林・・森森林林セセララピピーー
参参加加者者募募集集

市は、CO２を吸収する森づくりに向け
て植林活動や、森の癒し効果・生物多様
性の保全などを学べる自然体験の参加者
を次の通り募集します。
【日程】９月２２日㈷・２３日㉁（２日間）
【宿泊場所】琴引ビレッジ山荘（島根県
飯南町）
【内容】▷植林活動▷森林セラピー▷キャンプファイヤー▷しめ
縄づくり体験――など
【対象・定員】市内在住の小学生以上４０人（１８歳未満は保護者同伴）
【参加料】大人１万５１５０円、小・中学生１万２１００円
（しめ縄づくり体験料別）
�７月３１日までに市ホームページ（二次元コー
ドから読み取り可）から電子申請を。応募多数の
場合は抽選。

市グリーン戦略室℡７８４-８０５４

有効期限

７０歳誕生月の末日（７０歳
誕生日が１日生まれの人
は前月末）

令和７年７月３１日

７５歳誕生日の前日（後期
高齢者医療制度へ移行さ
れるため）

令和７年７月３１日

生年月日

昭和２９年８月２日から
昭和３０年７月１日

上記以外の人

昭和２４年８月２日から
昭和２５年８月１日

上記以外の人

被保険者証
（７０歳未満）

被保険者証兼
高齢受給者証
（７０歳以上）

表２ ７０歳未満の自己負担限度額（病院・診療所ごとに月額）
４回目以降

１４万１００円

９万３０００円

４万４４００円

２万４６００円

３回目まで
２５万２６００円
＋（医療費※２－８４万２０００円）×１%
１６万７４００円
＋（医療費※２－５５万８０００円）×１%
８万１００円
＋（医療費※２－２６万７０００円）×１%
５万７６００円
３万５４００円

所得区分※１

所得が９０１万円を
超える

所得が６００万円を
超え９０１万円以下

所得が２１０万円を
超え６００万円以下

所得が２１０万円以下
住民税非課税世帯

表３ ７０～７５歳未満の自己負担限度額（月額）
外来＋入院
（世帯単位）

２５万２６００円
＋（医療費※２－８４万２０００円）×
１%[４回目以降は１４万１００円]
１６万７４００円
＋（医療費※２－５５万８０００円）×
１%[４回目以降は９万３０００円]
８万１００円
＋（医療費※２－２６万７０００円）×
１%[４回目以降は４万４４００円]

５万７６００円
[４回目以降は
４万４４００円]

２万４６００円
１万５０００円

※１ 保険税の算定基礎となる「基礎控除後の総所得金額等」
※２ 保険点数の合計×１０円の額
※３ 同一世帯の世帯主と国民健康保険被保険者が住民税非課税の人
※４ 低所得Ⅱの人で、その世帯の各所得が必要経費・控除（年金の場合は控除

額を８０万円で計算）と１０万円（収入金額に給与収入が含まれている場合）を
差し引いたときに０円の人

外来
（個人単位）

１万８０００円
（年間上限１４万
４０００円）

８０００円

所得区分※１

Ⅲ
（課税所得６９０万円以上）

Ⅱ
（課税所得３８０万円以上）

Ⅰ
（課税所得１４５万円以上）

一般
（課税所得１４５万円未満等）

低所得Ⅱ※３
低所得Ⅰ※４

住民税非課税世帯

現役並み
所得者

表４ 入院時の食事療養標準負担額について
１食当たり

４９０円

２３０円

１８０円

１１０円
※１ 「指定難病患者、小児慢性特定疾病児童等」などの人は２８０円
※２ ９０日以上入院をしている人は、９１日目からの食事療養標準

負担額が変わるので領収証などの入院期間が分かるもので申請

所得区分

一般（下記以外の人）※１

９０日までの入院

９０日を超える入院※２

低所得Ⅰ

住民税非課税世帯
・低所得Ⅱ


